
昭
和
五
十
八
年
十
一
月
二
十
五
日
受
領 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
質
問
の 

二
七
） 

答

弁

第

二

七

号 

   

衆
議
院
議
員
渡
辺
貢
君
提
出
米
軍
横
田
、
所
沢
、
大
和
田
基
地
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付

す
る
。 

内
閣
衆
質
一
〇
〇
第
二
七
号 

昭
和
五
十
八
年
十
一
月
二
十
五
日 

衆

議

院

議

長 
福 

 

田 
 
 

一 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

中 

曽 

根 

康 

弘 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
渡
辺
貢
君
提
出
米
軍
横
田
、
所
沢
、
大
和
田
基
地
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
、
二
及
び
九
の
①
に
つ
い
て 

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
・
ト
ー
ク
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
米
空
軍
に
よ
つ
て
運
用
さ
れ
る
一
般
的
な
指
揮
統
制
等

の
通
信
を
行
う
た
め
の
高
周
波
通
信
施
設
で
あ
り
、
我
が
国
で
は
横
田
及
び
嘉
手
納
飛
行
場
内
に
設
置
さ
れ
て

い
る
と
承
知
し
て
い
る
。
ま
た
、
ス
コ
ー
プ
・
シ
グ
ナ
ル
Ⅲ
と
は
、
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
・
ト
ー
ク
・
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
含
む
高
周
波
通
信
シ
ス
テ
ム
の
改
修
計
画
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。
我
が
国
は
、
我
が
国
及
び
極
東
の

平
和
と
安
全
の
た
め
に
米
軍
の
我
が
国
に
お
け
る
駐
留
を
認
め
て
い
る
が
、
米
軍
が
我
が
国
に
お
い
て
も
有
効

か
つ
効
率
的
な
通
信
施
設
を
保
持
す
る
こ
と
は
、
日
米
安
全
保
障
体
制
の
信
頼
性
の
確
保
と
の
観
点
か
ら
、
不

可
欠
か
つ
当
然
の
こ
と
と
考
え
て
い
る
。 

三
及
び
四
に
つ
い
て 



五
及
び
七
に
つ
い
て 

大
和
田
通
信
所
は
、
日
米
地
位
協
定
第
二
条
第
一
項
に
基
づ
き
通
信
施
設
と
し
て
米
軍
に
提
供
し
て
い
る
施

設
・
区
域
で
あ
る
が
、
そ
の
一
部
の
地
域
に
つ
い
て
は
、
米
軍
の
通
信
活
動
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
範
囲
で
、

土
地
所
有
者
等
が
土
地
を
利
用
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
施
設
・
区
域
の
提
供
自
体
に
係
る
合
意

以
外
に
日
米
両
政
府
間
に
特
別
の
取
極
等
は
存
在
し
な
い
。
ま
た
、
我
が
国
の
国
内
法
令
は
、
一
般
的
に
、
日

米
地
位
協
定
第
二
条
第
一
項
の
施
設
・
区
域
に
適
用
さ
れ
る
。 

所
沢
通
信
施
設
に
お
い
て
は
、
昭
和
五
十
八
年
二
月
か
ら
ス
コ
ー
プ
・
シ
グ
ナ
ル
Ⅲ
計
画
の
一
環
と
し
て
、

発
電
機
の
取
付
け
等
の
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
大
和
田
通
信
所
に
お
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
ス
コ
ー

プ
・
シ
グ
ナ
ル
Ⅲ
計
画
と
の
関
係
の
工
事
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。 

な
お
、
大
和
田
通
信
所
の
面
積
は
約
百
十
九
万
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
土
地
所
有
者
等
が
土

地
を
利
用
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
部
分
は
約
百
十
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
つ
て
、
こ
の
よ
う
な
利
用 

四 

 



六
に
つ
い
て 

八
及
び
九
の
②
に
つ
い
て 

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
八
年
三
月
八
日
の
横
田
飛
行
場
の
米
空
軍
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
に
よ
る
声

明
に
お
い
て
そ
の
旨
の
説
明
と
遺
憾
の
意
の
表
明
等
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
外
務
省
に
対
し
て
も
、
米
側
日
米
合

同
委
員
会
事
務
局
か
ら
同
様
の
遺
憾
の
意
の
表
明
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

米
軍
は
、
通
常
米
国
国
内
の
米
軍
で
使
用
さ
れ
る
べ
き
警
告
表
示
を
誤
つ
て
大
和
田
通
信
所
に
掲
示
し
た 

が
、
そ
の
後
、
こ
の
誤
り
に
気
付
き
、
こ
の
よ
う
な
警
告
表
示
を
す
べ
て
撤
去
し
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 

が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
部
分
と
の
境
界
は
、
さ
く
、
く
い
等
に
よ
り
表
示
さ
れ
て
い
る
。 

米
空
軍
の
Ｂ
―

52
を
目
標
機
と
す
る
航
空
自
衛
隊
の
訓
練
は
、
二
十
四
回
実
施
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
の
訓

練
は
、
航
空
自
衛
隊
の
戦
闘
機
が
電
子
妨
害
の
状
況
下
で
の
要
撃
行
動
を
演
練
す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
あ 

な
お
、
こ
の
よ
う
な
経
緯
に
つ
い
て
は
、
地
元
市
当
局
に
説
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 五 

 



 

六 

り
、
高
度
の
電
子
戦
能
力
を
有
す
る
Ｂ
―

52
が
我
が
国
近
辺
に
飛
来
す
る
際
に
、
い
わ
ゆ
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
行
う
も
の
で
あ
る
。 

政
府
と
し
て
は
、
こ
の
訓
練
は
、
航
空
自
衛
隊
の
電
子
戦
に
関
す
る
戦
術
技
量
の
向
上
を
図
る
た
め
必
要
と

考
え
ら
れ
る
の
で
、
今
後
と
も
機
会
を
と
ら
え
て
積
極
的
に
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
こ
の
よ

う
な
電
子
戦
訓
練
以
外
の
訓
練
を
実
施
す
る
計
画
は
現
在
の
と
こ
ろ
な
い
。 

右
答
弁
す
る
。 




